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研究概要︓東⼯⼤⼤岡⼭キャンパスに2011年に、竣⼯した「東⼯⼤環境
エネルギーイノベーション棟」（研究代表者がエネルギーシステム設計及
びプロジェクトリーダー）のエネルギーデータ、⼈流データ、及び、東⼯
⼤⼤岡⼭キャンパス内の他研究棟の電⼒、太陽光発電データなど、クラウ
ドデータベースにすでに10年以上のデータが蓄積されている。この毎秒、
もしく毎分、14000pt以上のエネルギーシステム-ビッグデータを基礎に、
カーボンニュートラルシステムとして提案する“系統協調/分散型エネル
ギーシステム”を開発する。さらに、そのシステム開発の観点から必要とな
る要素技術開発（エネルギーデバイス/エネルギーマテリアル）および、シ
ナリオ研究を、集約したデータや⼿法を共通化し、連動させることでカー
ボンニュートラル研究を⾶躍的に加速させる「エネルギービッグデータを
コアとするカーボンニュートラルデジタルツイン」を構築する。 

”Ambient Energy Society”実現へ
︓カーボンニュートラルと経済活性化が両⽴する社会

期待する共同研究・事業連携先︓⼩売電気事業者（新電⼒、アグリゲーター、システムインテグレーター）との事業連携、分散型エネルギー
システムの導⼊を検討している企業との共同研究/事業連携、太陽電池、蓄電池、燃料電池、⽔電解セルなどのエネルギー機器を製造/販売し
ている企業との事業連携、インバーターを販売する企業との事業連携、・プラットフォームの計算モジュールと分散連携できるシミュレータ
を有している企業との共同研究/事業連携、プロセスインフォマティックスなど超⾼次元データの活⽤を⽬指す企業との共同研究/事業連携

⽬指す将来像（5年後を⽬安とする）︓本研究では、安価な変動型再⽣可能エネルギー
電源（太陽電池、⾵⼒発電など）の根本的な導⼊量の増⼤が可能なシステムを開発し、
その過程で取得されるエネルギービッグデータから、新たなサービスなどの価値を創出
することで、エネルギーコストとCO2排出量の制約から解放される社会を“アンビエン
トエネルギー社会”と定義し、実現を⽬指しています。本格研究終了後には、このよう
な社会の概要が発信、理解され、⼀部が実現していることを⽬指します。
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Beyond カーボンニュートラル

エネルギービッグデータをコアとする⼤⼩様々な
“Human-centricデジタルツインから構成

⽬的︓カーボンニュートラルに向け、系統協調/分散型エネルギーシステム”エネスワロー”の開発
を進めるとともに、取得されるエネルギービッグデータを共有し、様々な計算モジュールが分散連
携するカーボンニュートラル研究の情報プラットフォームを構築する。


